
東御市

第37号
2013.5.1市議会だより

特集 わかりやすい「議会だより」・開かれた議会へ
第1回定例会審議報告………………………… 2〜3
第1回定例会総括質疑………………………… 4〜5
予算特別委員長報告………………………………6
提出案件の審議結果………………………………7
常任委員会レポート………………………… 8〜9
一般質問（会派代表質問）… ………………10〜15
一般質問（個人質問）… ……………………16〜19
あすの東御市　話題を追って……………20〜21

行政視察報告………………………………22〜23
私の一言………………………………………… 24

健
全
財
政
を
堅
持
し

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

表紙の写真 「白鳥神社 浦安の舞」
海野宿の白鳥神社では、春の例祭に神前において巫女によ
る浦安の舞が奉納されます。今年は4月7日、神社拝殿にて
氏子役員の皆さんが見守る中、優雅な舞が奉納されました。
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平
成
25
年
度
第
1
回
定
例
会
は
、2
月
21
日
よ
り
3
月
22
日
ま
で
の
30
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
予
算
、平
成
24
年
度
補
正
予
算
、条
例
制
定
・
改
正
の
ほ
か
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任
な
ど
議
案
51
件
が
提
案
さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

合併10年 節目の年

平成25年度一般会計　予算　144億8500万円
第1回定例会

健全財政を堅持し  最小 の経費で  最大の効果を

会計名 予算額 前年比（％）
一　般　会　計 14,485,000 99.6

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 3,373,000 105.8
介 護 保 険 2,718,000 106.0
地域改善地区貸付 2,247 96.5

会計別予算総括

一般会計　歳出　主な事業内容

会計名 予算額 前年比（％）
特
別
会
計

工業地域開発事業 259,660 67.4
後 期 高 齢 者 医 療 259,300 101.7

合計 6,612,207 103.4
総　　計 21,097,207 100.7

（ 千円）

●中山間地域等直接支払制度費………………… 102,008
●農地・水保全管理支払交付金事業………………… 7,979
●市単独土地改良事業…………………………… 14,000
●松くい虫防除対策事業………………………… 16,363
●消防施設整備費………………………………… 14,693
●消防団運営費…………………………………… 66,628
●中小企業振興資金等・勤労者融資預託金……… 270,000
●重要文化財建造物等公開活用事業…………… 160,500
●新交通システム運行費補助金………………… 57,000
●温泉施設指定管理委託料……………………… 70,000
●ごみ分別収集費………………………………… 104,552
●クリーンセンター負担金……………………… 232,381
●予防接種事業費………………………………… 89,298
●病院事業会計繰出金…………………………… 215,305
●地域で子どもを育む事業費……………………… 1,300
●小・中学校修繕事業費…………………………… 42,712
●給食センター事務・施設補修及び建替事業費… 32,233
●伝統的建造物群保存事業費…………………… 22,496
●文化会館指定管理費…………………………… 67,761
●体育施設及び中央公園管理費………………… 78,465
●道路維持管理費………………………………… 81,555
●市単独道路改良及び小規模土木事業費……… 81,500
●社会資本整備総合交付金事業………………… 459,430
●下水道事業会計繰出金……………………… 1,161,751
●庁舎施設整備費………………………………… 891,500
●有線テレビ事業費……………………………… 71,155
●防犯灯設置事業………………………………… 23,463
●国民健康保険特別会計繰出金………………… 139,705
●児童扶養手当費………………………………… 127,674
●児童手当費……………………………………… 555,405
●障害者自立支援介護給付費…………………… 492,768
●生活保護費……………………………………… 192,989
●介護保険特別会計繰出金……………………… 379,060
●保育所運営事業費……………………………… 329,540
●保育園建設事業費……………………………… 519,972
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774

499

471
歳入
144億
8500万円

市税
37億8,962万円
26.0%

その他
2億2,380万円
2.0%

地方消費税交付金
3億円
2.0%

県支出金
8億1,925万円
6.0%

国庫支出金
15億422万円
10.0%

市債
17億5,570万円
12.0%

繰入金
8億6,270万円
6.0%

諸収入
4億6,045万円
3.0%

その他
5億6,926万円
4.0%

地方交付税
42億円
29.0%

自主財源
　  

％
依

存
財
源 

　
％

39
61

工事が進む子育て支援センター（ 旧図書館）

（千円）
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り
の
あ
る
対
応
を
徹
底
し
て
行

く
。

太
陽
光
と
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

問
　
太
陽
光
発
電
の
昨
年
の

実
績
は
ど
う
か
。普
及
率
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答　

平
成
25
年
2
月
27
日
現
在

2
2
3
件
、1
0
1
4
キ
ロ
ワ
ッ

ト
、補
助
金
は
1
8
6
3
万
4
千

円
。普
及
率
は
7
%
だ
。

問
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
の
経
済
効
果
は
。

答　

平
成
23
年
度
で
補
助

金
が
1
5
0
2
万
円
に
対
し

て
、
投
資
額
は
1
億
2
4
2

1
万
円
で
経
済
効
果
は
8
・
26

倍
と
な
っ
て
い
る
。24
年
度
は

1
6
9
5
万
円
、
1
億
2
5
1

5
万
円
、7
・
38
倍
だ
。

し
て
ゆ
く
。

問
　
監
査
委
員
は
大
変
な
業

務
で
あ
る
が
、公
務
員
給
与
の

引
き
下
げ
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、

あ
え
て
監
査
委
員
の
報
酬
を
引

き
上
げ
る
理
由
は
何
か
。

答　

3
年
前
か
ら
報
酬
引
き

上
げ
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。代
表
監
査
委
員
は

県
下
19
市
中
最
下
位
だ
。住
民

監
査
請
求
も
あ
り
監
査
委
員
の

比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
。

問
　
市
民
の
中
に
は
違
和
感

を
持
た
れ
る
方
も
い
る
。ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

答　

実
際
の
業
務
を
見
る
中

で
報
酬
引
き
上
げ
の
判
断
を
し

た
も
の
だ
。

て
は
や
む
を
得
な
い
。し
か
し

基
金
が
あ
る
か
ら
皆
で
分
け
る

と
い
う
の
は
誤
解
を
生
じ
や
す

い
。当
面
2
千
万
円
で
様
子
を

見
さ
せ
て
も
ら
う
。

問
　
条
例
の
必
要
性
は
理
解

で
き
る
。た
だ
市
民
に
努
力
義

務
を
課
す
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

運
用
に
は
慎
重
に
し
て
い
く
べ

き
だ
。条
例
を
制
定
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
状
況
な
の
か
。市

民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
へ
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

未
制
定
市
町
村
が
わ
ず

か
に
な
っ
て
き
て
お
り
当
市
と

し
て
提
案
し
た
も
の
だ
。暴
力

団
活
動
に
お
い
て
喫
緊
の
状
況

に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
運
用
の
中
で
検
討

答　

1
月
31
日
現
在
、現
年

度
未
納
分
は
1
1
1
7
人
、滞

納
額
は
5
0
6
3
万
円
だ
。滞

納
繰
越
分
は
6
7
6
人
で

1
億
2
1
7
9
万
円
だ
。

問
　
保
険
料
滞
納
世
帯
は
5

世
帯
に
1
世
帯
だ
。一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
が

実
施
さ
れ
て
き
た
が
今
年
度
は

2
千
万
円
に
縮
減
さ
れ
た
。市

民
生
活
が
大
変
な
時
に
縮
減
し

た
理
由
は
何
か
。

答　

基
金
が
24
年
度
末
で

約
3
億
円
あ
る
こ
と
を
考
え

2
千
万
円
と
し
た
。

問
　
基
金
の
一
部
を
活
用
し

て
国
保
税
の
引
き
下
げ
は
で
き

な
い
か
。

答　

も
と
も
と
苦
し
い
運
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。法

定
外
繰
り
入
れ
も
状
況
に
よ
っ

青
年
就
農
給
付
金
の
実
態

問
　
青
年
就
農
給
付
金
の
受

給
実
態
は
。

答　

7
名
が
対
象
で
24
年

度
か
ら
受
給
し
て
い
る
。
一

人
あ
た
り
1
5
0
万
円
で
7

名
、ご
夫
婦
は
そ
の
一
・
五
倍
の

2
2
5
万
円
で
4
組
が
受
給
し

て
い
る
。

問
　
就
農
さ
れ
て
い
る
方
の

中
で
子
供
さ
ん
も
い
る
。保
育

料
や
給
食
費
な
ど
の
支
援
は
で

き
な
い
の
か
。

答　

こ
の
給
付
金
を
有
効
に

使
っ
て
も
ら
い
た
い
。

問
　
平
成
24
年
度
の
滞
納
状

況
は
ど
う
か
。

保
育
園
周
辺
道
路
整
備

問
　
新
し
い
滋
野
保
育
園
へ

の
通
園
路
で
あ
る
滋
野
4
4
6

号
線
の
改
修
工
事
は
。

答　

滋
野
4
4
6
号
線
は
東

御
嬬
恋
線
か
ら
東
に
2
6
0

メ
ー
ト
ル
改
修
し
、南
側
に
歩

道
を
設
置
す
る
。平
成
25
年
度

は
1
6
0
メ
ー
ト
ル
、残
り
は

26
年
度
に
行
う
。

小
中
学
校
へ
の
天
井
扇
設

置問　

小
中
学
校
の
天
井
扇
風

機
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

答　

小
学
校
で
は
普
通
教
室

の
67
％
、特
別
教
室
も
含
め
る

と
44
％
。中
学
校
で
は
約
80
％

だ
。

答　

契
約
す
る
に
は
財
政
的

な
裏
付
け
が
必
要
で
あ
り
予
算

計
上
し
た
も
の
だ
。

増
え
る
生
活
保
護
世
帯

問
　
生
活
保
護
受
給
者
の
現

状
は
ど
う
か
。

答　

平
成
23
年
度
は
相
談
93

件
、申
請
20
件
で
差
し
引
き
13

件
増
加
し
て
い
る
。平
成
24
年

度
は
相
談
1
0
6
件
、申
請
23

件
、受
理
22
件
。現
在
ま
で
で
13

件
増
加
し
て
い
る
。受
給
者
の

う
ち
85
％
が
高
齢
者
や
母
子
家

庭
で
あ
り
一
度
生
活
保
護
に
な

る
と
な
か
な
か
抜
け
出
せ
な
い
。

問
　
市
民
に
寄
り
添
っ
た
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。相
談

も
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
な
く

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
護
さ
れ
る

措
置
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

個
室
を
使
う
な
ど
気
配

県
・
東
深
井
線
道
路
計
画

問
　
県
・
東
深
井
線
新
設
工
事

に
つ
い
て
長
野
県
教
育
委
員
会

と
合
意
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

県
・
東
深
井
線
は
工
事
費

1
億
6
5
0
0
万
円
、用
地
費

3
9
0
0
万
円
だ
。市
役
所
西

の
交
差
点
か
ら
求
女
川
ま
で
東

に
60
メ
ー
ト
ル
実
施
す
る
。県

教
委
と
は
お
お
む
ね
了
解
さ
れ

て
い
る
。

問
　
県
と
の
交
渉
が
具
体
的

に
な
っ
て
か
ら
工
事
を
行
っ
た

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

着
工
す
る
。

問
　
市
民
の
皆
さ
ん
は
心
配

し
て
い
る
。も
う
ち
ょ
っ
と
わ

か
っ
た
段
階
で
工
事
を
始
め
て

も
遅
く
は
な
い
。

県・東深井線の延伸工事が争点に
平成25年度予算、補正予算、条例の新設など原案通り可決

総 括
質 疑

　
一
般
会
計
予
算
案
に
は
、市
道
県
・
東
深
井
線
を
東
に
延
伸
し
、求
女
川
ま
で
の

道
路
建
設
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
道
路
は
最
終
的
に
は
県
立
東
御
清
翔
高

校
の
敷
地
を
通
り
、東
御
消
防
署
ま
で
つ
な
が
る
も
の
で
す（
概
念
図
参
照
）。こ

れ
に
つ
い
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
活
発
な
議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
県・東
深
井
線
延
伸
計
画
を
め
ぐ
っ
て
議
論
伯
仲

一般会計補正予算
問　温泉施設の指定管理料は
従来7千万円だったが2千万円
増額になっている。

答　緊急修繕、飲食の売り上
げ不振、燃料代の高騰による水
道光熱費の増大などが原因だ。

問　宴会などは振興公社の独
自事業ではないか。

答　明神館と御牧の湯につい
ては契約により自主事業も委
託料に含まれる。

病院事業会計補正予算

問　一般会計予算からの繰り
出しは当初2億1900万円から2
億1500万円追加になっている。
予算編成において甘さがあっ
たのではないか。

答　病院改革プランで経営健
全化分として7千万円の繰り
入れルールがあるが、当初から
それを見込むことはできない
ので増額になったものだ。

問　入院収益、外来収益をど
うつくり出すのか。努力してほ
しい。

答　入院や外来の目標は決し
て無理な数字ではない。さらに
努力したい。

補正予算審議

平
成
25
年
度
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計

特
別
職
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

暴
力
団
排
除
条
例

国道 18号
東御消防署

求女川求女川

東御市役所東御市役所
東部子育て
支援センター
東部子育て
支援センター

今回の道路計画県・東深井線
県・東深井線

東御清翔高校東御清翔高校

予定されている道

市立図書館市立図書館
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賛成多数で可決平成25年度
一般会計予算
　議会最終日の3月22日に一般会計予算案の
採決がおこなわれ、市道県・東深井線延伸計画
をめぐって2億円余の削除修正動議(櫻井寿彦
議員ら2人）が提出されました。これをめぐっ

て討論がおこなわれ、修正動議は否決、原案が
賛成多数で可決されました。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
可
否
同
数
で
委
員
長
採
択
に　
付
帯
意
見
4
項
目

予算特別委員長の審査報告
長越修一議員

　原案を可決すべきものと
決定。市長の施政方針にお
ける重点施策が平成25年度

の一般会計予算にどのように反映され
ているかの各常任委員会の予備審査に
もとづき審査しました。
　討論では、県・東深井線道路整備事業
について、当初予算に計上する是非につ
いて意見がありました。その後の採決で
は、可否同数でありましたので、委員長
として原案を可決すべきものと採決し
ました。

●自主財源である市税収入の確保は喫
緊の課題だ。中央公民館の改築、保育
園建設などの施設整備が進められる
中で経費削減に向けさらなる努力を。

●市内あげての生涯にわたる切れ目の
ない健康づくりが求められる。これは
医療費の削減、財政の健全化にもつな
がる。市民行政とも一体となって健康
のための予防事業を推進されたい。

●燃やすごみの３～４割が生ごみとい
う現状から生ごみの処理に関する実
態調査を行ない、実現性のある対策を
早急に図られたい。

●国、県及び関係団体と連携を密にし、
遊休荒廃農地面積の減少に努力され
たい。復旧した農地が有効に活用され
るよう農業担い手対策等を合わせて
進められたい。

井
出
進
一
議
員

　

合
併
10
年
の

節
目
と
し
て
第

一
次
総
合
計
画
を
締
め
く
く
り
、

第
二
次
総
合
計
画
に
つ
な
げ
る

意
義
あ
る
事
業
が
適
切
に
継
続

さ
れ
た
予
算
と
し
て
高
く
評
価

す
る
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
確

保
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、定

住
促
進
な
ど
施
策
の
展
開
を

い
っ
そ
う
望
み
た
い
。

　

付
帯
意
見
を
市
政
に
反
映
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

若
林
幹
雄
議
員

　

県
・
東
深
井

線
事
業
に
関

し
東
御
清
翔
高
校
の
用
地
取
得
、

建
物
移
転
補
償
費
な
ど
の
詳
細

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
な

か
で
予
算
の
検
討
は
で
き
な
い
。

大
幅
な
予
算
増
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

第
二
期
事
業
の
調
査
結
果
も

議
会
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

県
と
の
交
渉
を
す
す
め
、予
算

の
概
要
が
固
ま
っ
た
段
階
で
着

工
し
て
も
遅
く
な
く
、拙
速
に

工
事
に
入
る
べ
き
で
は
な
い
。

蓮
見
喜
昭
議
員

　

市
道
県
・
東

深
井
線
計
画
に

関
し
、県
と
の
合
意
形
成
が
な

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
は
大
き

な
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
。ま

ず
は
県
教
委
と
合
意
契
約
に
全

力
を
尽
く
し
、あ
ら
た
め
て
議

会
に
信
を
問
う
と
い
う
形
が
市

民
に
も
分
か
り
や
す
い
。現
状

で
は
今
回
の
事
業
を
判
断
す
る

に
は
十
分
な
デ
ー
タ
が
与
え
ら

れ
て
い
な
い
、全
体
像
が
あ
ら

わ
れ
て
い
な
い
。

栁
澤
旨
賢
議
員

　

市
道
県
・
東

深
井
線
事
業
の

調
査
費
が
昨
年
可
決
さ
れ
、測

量
・
設
計
が
な
さ
れ
て
き
た
。今

回
は
用
地
交
渉
に
お
金
を
か
ば

ん
に
い
れ
て
交
渉
す
る
た
め
の

予
算
の
計
上
だ
。

　

委
託
調
査
の
内
容
に
つ
い
て

議
会
に
報
告
を
求
め
る
手
続
き

も
と
ら
れ
、そ
う
し
た
手
順
を

踏
ん
で
今
す
す
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。工
事
費
用
地
補
償

費
予
算
は
認
め
る
べ
き
だ
。

平
林
千
秋
議
員

　

今
回
、着
手

す
る
県
・
東
深

井
線
工
事
の
先
に
高
校
が
あ
り
、

県
の
明
示
の
了
解
な
し
に
工
事

は
始
め
ら
れ
な
い
。ま
た
、高
校

建
替
え
補
償
で
は
当
然
必
要
と

な
る
仮
設
校
舎
な
ど
の
費
用
負

担
が
別
枠
で
発
生
す
る
。こ
れ

ま
で
言
わ
れ
て
き
た
10
億
で
は

す
ま
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

国
へ
の
交
付
金
申
請
で
不
実

記
載
の
疑
い
、高
校
建
設
費
用

負
担
は
法
違
反
の
疑
い
も
あ
る
。

原

案

賛

成

原

案

反

対

修
正
案
賛
成

修
正
案
反
対

修
正
案
賛
成

　付帯意見

市道県・東深井線計画関連予算を削除する修正動
議の提案理由
　第一に、この事業は15億円のうち70％が県立高校の用
地費と建物移転補償費である。県教委はおおむね了解と
のことだが、多額の移転補償費が未確定の中での工事着
手は大きなリスクが懸念される。
　第二は、工事実施にはまだ十分な工期があり、県教委
との交渉を早急にすすめ、合意ができた段階で改めて予
算を計上し、議会で是非を問うのが本来の姿である。

　
市
道
県・東
深
井
線
工
事
費
等
の
削
除
修
正
動
議
提
出
、賛
成
少
数
で
否
決 修正動議

採決結果:◎全会一致で可決、同意、承認○賛成多数で可決　×否決
定例会の提出案件の審議結果第１回

議案番号 案　　件 採決
結果

常任委員会審査結果
総務文教 社会福祉 産業建設

議案第1号 平成24年度東御市一般会計補正予算（第6号）の専決処分の承認を求めることについて ◎ ― ― ―
議案第2号 平成25年度東御市一般会計予算 ○ ― ― ―
議案第3号 平成25年度東御市国民健康保険特別会計予算 ○ ○
議案第4号 平成25年度東御市介護保険特別会計予算 ◎ ◎
議案第5号 平成25年度東御市地域改善地区住宅改修資金等貸付事業特別会計予算 ◎ ◎
議案第6号 平成25年度東御市工業地域開発事業特別会計予算 ◎ ◎
議案第7号 平成25年度東御市後期高齢者医療特別会計予算 ◎ ◎
議案第8号 平成25年度東御市水道事業会計予算 ◎ ◎
議案第9号 平成25年度東御市下水道事業会計予算 ◎ ◎
議案第10号 平成25年度東御市病院事業会計予算 ◎ ◎
議案第11号 平成24年度東御市一般会計補正予算（第7号） ◎ ― ― ―
議案第12号 平成24年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第3号） ◎ ― ― ―
議案第13号 平成24年度東御市介護保険特別会計補正予算（第2号） ◎ ― ― ―
議案第14号 平成24年度東御市工業地域開発事業特別会計補正予算（第1号） ◎ ― ― ―
議案第15号 平成24年度東御市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ◎ ― ― ―
議案第16号 平成24年度東御市水道事業会計補正予算（第3号） ◎ ― ― ―
議案第17号 平成24年度東御市下水道事業会計補正予算（第3号） ◎ ― ― ―
議案第18号 平成24年度東御市病院事業会計補正予算（第1号） ◎ ― ― ―
議案第19号 東御市暴力団排除条例 ◎ ◎
議案第20号 東御市新型インフルエンザ等対策本部条例 ◎ ◎
議案第21号 東御市市道の構造の技術的基準を定める条例 ◎ ◎
議案第22号 東御市市道に設ける道路標識の寸法を定める条例 ◎ ◎
議案第23号 東御市移動等円滑化のための必要な市道の構造に関する基準を定める条例 ◎ ◎
議案第24号 東御市準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例 ◎ ◎
議案第25号 東御市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例 ◎ ◎
議案第26号 東御市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例等の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第27号 東御市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第28号 東御市一般職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第29号 東御市一般職の職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第30号 東御市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第31号 東御市子育て支援センター条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第32号 東御市保育所条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第33号 東御市勤労者会館条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第34号 東御市都市公園条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第35号 東御市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第36号 東御市公共下水道事業受益者負担に関する条例等の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第37号 市道路線の認定について ◎ ◎
議案第38号 市道路線の廃止について ◎ ◎
議案第39号 財産の取得について ◎ ◎
議案第40号 財産の処分について ◎ ◎
議案第41号 東御市土地開発公社定款の変更について ◎ ◎
議案第42号 川西保健衛生施設組合の規約の変更について ◎ ◎
議案第43号 教育委員会委員の任命について ◎ ― ― ―
議案第44号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について ◎ ― ― ―
議案第45号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について ◎ ― ― ―
議案第46号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について ◎ ― ― ―
議案第47号 平成24年度東御市一般会計補正予算（第8号） ◎ ― ― ―
議案第48号 和地区保育園建築主体工事請負契約の締結について ◎ ― ― ―
議案第49号 中央公民館増改築（建築）工事請負契約の締結について ◎ ― ― ―
議案第50号 中央公民館増改築（機械設備）工事請負契約の締結について ◎ ― ― ―
議案第51号 中央公民館増改築（電気設備）工事請負契約の締結について ◎ ― ― ―
議員提出議案第1号 生活保護基準の見直しに関する意見書の提出について × ― ― ―
陳情第67号 新教職員定数改善計画の着実な実現と、教育予算の増額を求める意見書提出に関する陳情書 採択 採択
陳情第68号 「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求める陳情書 採択 採択
陳情第1号 ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の診断・治療の推進を求める陳情書 採択 採択

常任委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。
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本
委
員
会
は
平
成
25
年
度
一
般
会
計

予
算
の
予
備
審
査
と
条
例
4
件
、陳
情
2

件
の
審
査
を
行
い
、6
カ
所
の
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
予
備
審

査
に
お
け
る
付
帯
意
見
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

自
主
材
源
で
あ
る
市
税
の
収
入
に
占

め
る
割
合
は
、26
・
2
%
と
若
干
の
持
ち

直
し
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、税
収
の
確
保

　

本
委
員
会
は
平
成
25
年
度
一
般
会
計

予
算
の
予
備
審
査
と
特
別
会
計
4
件
・
事

業
会
計
1
件
・
条
例
等
6
件
・
陳
情
1
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。現
地
視
察
は
完

成
し
た
ば
か
り
の
滋
野
保
育
園
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、高
齢
化
が
進

む
中
で
医
療
費
等
が
毎
年
増
加
を
し
て

お
り
財
政
を
圧
迫
し
か
ね
な
い
状
況
で

す
。そ
こ
で
市
あ
げ
て
健
康
づ
く
り
を

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。ま
た
、中
央
公
民

館
の
改
築
や
保
育
園
建
設
な
ど
の
施
設

整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、経

費
の
削
減
に
向
け
更
な
る
努
力
を
さ
れ

た
い
。

　

条
例
4
件
の
う
ち
、東
御
市
特
別
職
の

職
員
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
の
審
議
経

過
と
し
て
、監
査
委
員
は
例
月
出
納
検
査
、

二
カ
月
を
要
す
る
定
期
監
査
、財
政
支
援

推
進
す
る
事
が
大
事
と
の
提
案
を
し
ま

し
た
。又
、広
域
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
建
設
が
進
む
中
生
ゴ
ミ
の
減
量

が
契
緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
見
解
に
至

り
、生
ゴ
ミ
処
理
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き

と
の
意
見
を
付
し
ま
し
た
。特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険
と
も

年
々
財
政
的
に
厳
し
く
な
る
中
で
、〝
健

康
長
寿
〟
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
、こ
れ

団
体
等
監
査
な
ど
年
間
86
日
に
も
及
ぶ

業
務
量
が
あ
り
大
変
さ
は
理
解
で
き
ま

す
。以
前
か
ら
報
酬
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
議

も
ま
た
市
あ
げ
て
、市
民
一
人
一
人
の
健

康
づ
く
り
が
大
事
で
あ
る
と
の
考
え
に

至
り
ま
し
た
。審
査
の
中
で
国
保
特
別
会

計
に
一
般
会
計
か
ら
も
っ
と
繰
入
れ
を

す
る
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。条

例
等
に
つ
い
て
は
全
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。審
査
の
中
で「
東
御
市
暴

力
団
排
除
条
例
」に
つ
い
て
は
市
民
一
人

一
人
の
人
権
に
十
分
配
慮
し
て
運
用
す

る
事
を
付
し
ま
し
た
。陳
情
1
件
に
つ
い

て
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

滋
野
保
育
園
は
、広
々
と
し
た
自
然
環

境
の
中
、木
の
香
り
溢
れ
る
園
舎
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
未
満
児
室
や
相
談
室

論
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、何
故

こ
の
時
期
に
あ
げ
る
の
か
等
、意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
が
、県
下
全
市
の
状
況
等
把

握
す
る
中
で
、可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

現
地
調
査

・
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
L
G
W

A
N
）の
活
用
状
況

・
J
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

・
勤
労
者
会
館
の
進
捗
状
況

・
図
書
館
の
利
用
状
況

・
中
央
公
民
館
の
現
地
確
認

・
小
中
学
校
非
構
造
部
材
耐
震
点
検
調

査
の
現
地
確
認

も
ニ
ー
ズ
に
併
せ
て
整
備
さ
れ
元
気
に

遊
ぶ
子
ど
も
達
の
姿
が
思
い
描
か
れ
ま

し
た
。

田中小学校体育館の現地確認

滋野保育園を視察

	4日	 市議会議長会 県知事県議会議長要望
6~7日	 議運・広報委員会合同行政視察
	8日	 川西保健衛生施設組合議会
13日	 長野県後期高齢者医療広域連合議会
	 	 佐久水道企業団議会
14日	 議会運営委員会
20日	 上田広域連合議会定例会
21日	 平成25年第1回定例会開会
22日	 東御市土地開発公社理事会
	 	 上田広域連合議会定例会
27日	 議会全員協議会・議員研修会
	 	 議会広報調査特別委員会

	1日	 神川沿岸土地改良区通常総代会
	2日	 東御清翔高校卒業式
	 	 小諸看護専門学校卒業式
	3日	 湯の丸スキー大会
	4日	 北佐久老人福祉施設組合議会
	5~6日	 第1回定例会一般質問
	8日	 第1回定例会一般質問
11日	 第1回定例会総括質疑
12~14日	 第1回定例会常任委員会
15日	 第1回定例会予算特別委員会
18日	 市内小学校卒業式
	 	 社会福祉協議会理事会
19日	 市内中学校卒業式
21日	 第1回定例会正副委員長会議
22日	 市内保育園卒園式
	 	 滋野保育園・東保育園閉園式
	 	 第1回定例会閉会
25日	 上田市東御市真田共有財産組合議会
	 	 東御市振興公社評議員会
	 	 議会広報調査特別委員会
26日	 小諸市外二市御牧ケ原水道組合議会
27日	 北信越市議会議長会幹事会

	2日	 滋野保育園竣工式　市内保育園入園式
	4日	 市内小・中学校入学式
4~5日	 北信越市議会議長会定期総会
	5日	 議会広報調査特別委員会
	8日	 上田広域連合議会代表者会
	15日	 上下水道局開所式
	 	 議会広報調査特別委員会
22日	 議会広報調査特別委員会
29日	 東町歌舞伎舞台公演

議 会 の う ご き
東 御 市

2月

3月

4月

常 任 委  員 会 レ ポ ー ト
市
を
あ
げ
て
実
効
性
の
あ
る

健
康
づ
く
り
を
!!

社会
福祉

全
小
中
学
校
の
非
構
造
部
材
の

　
　
　
　

耐
震
点
検
調
査
を
実
施

総務
文教

　

本
委
員
会
は
3
月
12
日
、13
日
に
付
託

さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
の
予
備
審
査
と

上
下
水
道
事
業
会
計
、条
例
の
新
設
な
ど

17
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

県
・
東
深
井
線
道
路
計
画
を
審
議

　

土
木
費
に
は
県
あ
が
た・
東
ひ
が
し

深ふ
か

井い

線
の
延
伸

事
業
費
2
億
4
0
0
万
円
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。こ
の
道
路
は
県
立
高
校
の

敷
地
の
買
収
が
必
要
と
な
り
ま
す
。担
当

者
に
よ
れ
ば
県
は「
お
お
む
ね
了
解
し
て

い
る
」と
の
こ
と
で
す
が
交
渉
は
こ
れ
か

ら
と
の
こ
と
。「
ま
だ
県
と
の
補
償
金
が

決
ま
っ
て
い
な
い
中
で
の
着
工
は
慎
重

に
す
べ
き
」と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。昨
年
6
月
に
は
こ
の
道
路
計
画
の
調

査
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、そ
の
結
果
の

報
告
を
求
め
る
要
望
書
を
全
員
一
致
で

採
択
し
ま
し
た
。

荒
廃
農
地
対
策
の
一
層
の
推
進
を

　

農
林
水
産
費
で
は
耕
作
放
棄
地
問
題

が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。現
在
市
内
に
は

4
9
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
荒
廃
地

が
あ
り
、山
林
・
原
野
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
以
上
荒
廃
農
地
を

増
や
さ
な
い
取
り
組
み
を
求
め
る
付
帯

意
見
を
全
員
の
賛
成
で
あ
げ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

商
工
費
で
は
市
内
に
あ
る
4
つ
の
温

泉
施
設
の
運
営
問
題
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
他
、老
朽
化
し
た
橋
梁
を
長
持
ち

さ
せ
る
長
寿
命
化
事
業
、新
し
い
滋
野
保

育
園
建
設
に
伴
う
周
辺
道
路
の
整
備
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

祢津御堂の荒廃農地の視察

産業
建設

市
内
の
荒
廃
農
地
は
４
９
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

こ
れ
以
上
荒
廃
農
地
を
増
や
さ
な
い
取
り
組
み
を
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代 表 質 問 項 目

太陽と風の会〈櫻井寿彦〉… ……………
●元気な自治体の指標でもある人口増加に
向けた対策は
●遊休荒廃農地の活用で 6次産業の振興を
図っては
●地域の要望に応えられるまちづくりの状
況は

信政会〈栁澤旨賢〉… ……………………
●舞台が丘整備計画について
●保育園建設について
●財政見通しについて
●第 2次基本計画について
●生ごみ堆肥化について

さわやかな風の会〈依田俊良〉… ………
●行政改革について
●小学校区単位の地域づくりについて
●東御市教育の在り方について

公明党〈依田政雄〉… ……………………
●施政方針について
●災害に強いまちづくりに向けて天井等落
下防止対策の加速化について
●地域主権改革における「義務付け・枠付け
の見直し」に伴う本市の条例制定の考えと
進捗状況について

高志会〈町田千秋〉… ……………………
●施政方針について

ひまわりの会〈横山好範〉… ……………
●第二次東御市総合計画の策定について
●東御警察署の設置について
●安全・安心、元気なまちづくりについて
●農業振興施策について

日本共産党〈平林千秋〉… ………………
●新内閣の施策への対応について
●次期総合計画について
●自然エネルギーのまちづくりについて
●舞台が丘公共施設整備計画について

見
通
し
は
。合
併
特
例
債
等
、償

還
に
対
し
て
交
付
税
措
置
は
確

認
で
き
る
か
。

総
務
部
長　

市
税
は
横
ば
い
と

見
込
ん
で
い
る
。地
方
交
付
税

は
27
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
段

階
的
に
減
額
さ
れ
、現
在
よ
り

も
6
億
円
の
減
額
を
見
込
ん
で

い
る
。償
還
時
の
交
付
税
措
置

は
、基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

さ
れ
て
お
り
、普
通
交
付
税
と

し
て
措
置
さ
れ
て
い
る
。

問
　
第
2
次
東
御
市
総
合
計

画
策
定
の
今
後
の
予
定
は
。

総
務
部
長　

16
歳
以
上
の
市
民

2
5
0
0
人
を
対
象
に
し
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、今

後
の
策
定
に
活
か
し
て
い
く
。

見
据
え
、必
ず
価
値
あ
る
人
口

増
施
策
に
つ
な
が
る
。

問
　
ネ
ッ
ト
社
会
で
情
報
は

瞬
時
に
入
る
。県
下
一
の
芝
生

広
場
や
、南
面
傾
斜
な
ど
、市
の

魅
力
を
P
R
し
、若
年
層
の
定

住
化
を
強
力
に
図
っ
て
は
。

総
務
部
長　

魅
力
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
、目
で
も
訴
え
ら

れ
る
情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

遊
休
農
地
の
活
用
で
6
次

産
業
の
振
興
を
図
っ
て
は

問
　
市
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

運
営
状
況
と
評
価
を
ど
の
様
に

捉
え
て
い
る
か

産
業
建
設
部
長　

３
つ
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
あ
り
、ほ
ぼ
全
量
市

す
る
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、

こ
の
背
景
、経
過
、予
算
等
に
つ

い
て
市
民
の
皆
様
へ
の
説
明
が

総
務
部
長　

首
都
圏
へ
の
通
勤

圏
な
ど
様
々
あ
る
。市
は
交
流
・

定
住
人
口
の
増
加
。子
育
て
環

ま
で
の
経
過
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

市
民
説
明
会
、市

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、各
種
団
体
と
意
見
交
換
な

ど
説
明
し
公
表
し
た
。裁
判
の

経
過
は
、２
回
の
口
頭
弁
論
が

行
わ
れ
、訴
状
の
内
容
に
つ
い

て
答
弁
書
を
提
出
し
た
。

問
　
和
、田
中
保
育
園
建
設
並

び
に
北
御
牧
保
育
園
の
駐
車
場

確
保
の
現
状
と
今
後
は
。

健
康
福
祉
部
長　

和
保
育
園
は

26
年
４
月
開
園
予
定
、田
中
保

育
園
は
27
年
4
月
開
園
を
目
指

し
て
い
く
。北
御
牧
保
育
園
駐

車
場
は
、地
権
者
と
の
協
議
を

進
め
要
望
に
応
え
て
い
く
。

問
　
市
税
と
地
方
交
付
税
の

さ
れ
て
い
る
。年
齢
層
の
傾
向

は
。

総
務
部
長　

30
代
か
ら
40
代
の

割
合
が
非
常
に
高
い
。

問
　

3
・
5
〜
4
万
人
が
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
は
花
岡
市
政

の
政
策
だ
。今
の
施
策
だ
け
で

は
数
年
で
3
万
人
を
切
る
。人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
見

通
し
は
あ
る
か
。

市
長　

小
規
模
の
団
地
や
民
間

活
力
を
も
た
ら
す
よ
う
に
、雨

水
対
策
な
ど
を
進
め
、地
域
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
宅
地
化
誘
導

が
必
要
。

　

減
少
化
が
著
し
い
地
域
に
対

す
る
人
口
増
施
策
を
行
政
が
ど

う
責
任
を
持
つ
か
。10
年
後
を

問
　
舞
台
が
丘
公
共
施
設
整

備
第
2
期
工
事
は
、耐
震
補
強

だ
け
で
な
く
、防
災
の
拠
点
に

問
　
国
勢
調
査
で
人
口
が
増

加
し
た
市
町
村
を
ど
の
様
に
分

析
し
、ど
う
活
か
し
て
き
た
か
。

整備が進む舞台が丘

年少人口比率が長野県１の下條村
村営の若者定住促進住宅

9
月
ま
で
に
は
素
案
を
決
定
し
、

10
月
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
地
区
別
懇
談
会
、市
報
等

へ
の
掲
載
を
通
し
て
市
民
の
意

見
や
提
言
、提
案
を
求
め
て
い

く
。26
年
1
月
頃
を
目
標
に
策

定
を
進
め
て
い
く
。

問
　
統
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ご
み
の
減
量
化
が
必
要
不
可
欠

と
思
う
。生
ご
み
堆
肥
化
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

統
合
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
は
、ご
み
を
減
量

し
て
持
ち
込
む
計
画
の
た
め
、

市
と
し
て
も
減
量
化
は
最
重
要

課
題
で
あ
る
。可
燃
ご
み
の
3

割
〜
4
割
が
生
ご
み
で
あ
り
、

24
年
10
月
に
役
所
内
に
検
討
委

員
会
を
組
織
し
検
討
し
て
い
る
。

25
年
度
に
生
ご
み
処
理
シ
ス
テ

ム
の
決
定
、候
補
地
の
決
定
を

し
、26
年
度
施
設
設
計
の
計
画

を
進
め
て
い
き
た
い
。

内
で
自
家
栽
培
し
て
い
る
。

　

ソ
ム
リ
エ
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
注
目
さ
れ
て
い
る
。

問
　
ブ
ド
ウ
の
栽
培
面
積
は

ど
の
程
度
必
要
と
し
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長　

現
在
の
栽
培

面
積
は
12 

h
a
。8
万
本
の
製

造
量
の
目
標
か
ら
、10 

h
a
の

面
積
拡
大
が
必
要
に
な
る
。

問
　
新
規
ワ
イ
ナ
リ
ー
希
望

者
は
何
人
い
る
か
。御
堂
は
50 

h
a
近
く
荒
廃
農
地
が
あ
る
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
を
含
め
有
効
活
用

の
研
究
を
し
て
は
。

産
業
建
設
部
長　

5
組
程
の
可

能
性
は
あ
る
。御
堂
の
有
効
活

用
の
必
要
性
、緊
急
性
は
感
じ

て
い
る
。田
沢
地
籍
の
経
過
を

踏
ま
え
着
手
し
て
い
く
。

地
域
要
望
に
こ
た
え
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
は

問
　
区
か
ら
の
要
望
に
対
し
、

事
業
実
施
の
充
足
率
は
ど
の
様

な
状
況
か

総
務
部
長　

24
年
度
は
64
区
か

ら
5
0
5
件
の
要
望
あ
り
、58

区
へ
1
5
5
件
の
事
業
内
示
を

し
た
。充
足
率
は
件
数
で
30
・

7
％
で
あ
る
。

不
十
分
で
は
な
か
っ
た
か
、ま

た
、こ
の
こ
と
に
関
連
し
た
裁

判
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、こ
れ

境
の
施
策
な
ど
で
人
口
減
少
率

を
食
い
止
め
て
き
た
。

問
　
戸
建
住
宅
が
多
く
建
設

市
政
を
問
う

Q

A

議
員
の

市
か
ら
の

問い

答え

一
般
質
問
は
、と
う
み
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、上
田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
エ
フ
エ
ム
と
う
み
で
中
継
し
て
い
ま
す
。

会 派 代 表 質 問

議員
15人

栁澤　旨賢議員
【信政会】

問答

舞
台
が
丘
二
期
工
事

説
明
不
足
で
な
か
っ
た
か

事
業
計
画
や
財
政
の
見
と
お
し
を

説
明
し
公
表
し
た

櫻井　寿彦議員
【太陽と風の会】

問答

人
口
3
・
5
万
人
は
花
岡
市
政
の
政
策

　
　
　
人
口
減
少
を
止
め
る
施
策
は

地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

宅
地
化
誘
導
を
図
る
こ
と
が
必
要
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は
、法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
出
来
る
よ
う
取
り

組
ん
で
き
た
。条
例
基
準
の
制

定
に
つ
い
て
は
、市
の
実
情
等

を
踏
ま
え
、そ
の
推
移
に
留
意

し
、必
要
が
認
め
ら
れ
た
際
に

は
改
め
る
。進
捗
状
況
は
13
条

例
は
公
布
し
た
。6
条
例
に
つ

問
　
25
年
度
重
点
施
策
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
で
の
、子

宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
、小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種
及
び

検
査
、ま
た
妊
婦
健
康
審
査
の

取
組
み
は
。

総
務
部
長　

子
宮
頸
が
ん
等
3

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
、ま
た
、

妊
婦
健
康
診
査
の
取
組
み
は
安

全
・
安
心
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

問
　
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政

運
営
を
目
指
し
て
、平
成
18
年

に「
第
1
次
東
御
市
行
政
改
革

大
綱
」を
策
定
し
、職
員
数
の
適

正
化
や
、歳
出
削
減
、事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
積
極
的
に
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
合
併
後
、特
別
措
置
さ
れ
て

い
る
交
付
税
は
徐
々
に
減
り
、

こ
れ
が
な
く
な
る
と
大
き
な
減

が
市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長　

指
摘
さ
れ
た
電
源
が
止

ま
れ
ば
深
井
戸
か
ら
の
汲
み
上

げ
が
す
べ
て
ス
ト
ッ
プ
し
て
し

ま
う
事
に
関
し
て
は
強
く
認
識

し
て
い
る
。本
年
度
西
入
新
水

源
に
自
家
発
電
機
を
設
置
す
る

計
画
を
し
て
い
る
。今
後
緊
急

事
に
お
け
る
給
水
体
制
を
構
築

し
て
い
く
か
課
題
と
し
て
認
識

し
、一
時
期
不
便
を
か
け
ま
す

が
、限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
最

い
て
は
今
議
会
に
提
案
し
た
。

※
こ
の
他
に
次
の
質
問
を
し
た

・
25
年
度
予
算
編
成
の
考
え
に

つ
い
て

・
次
期
総
合
計
画
策
定
の
基
本

姿
勢
に
つ
い
て

・
い
じ
め
体
罰
問
題
に
つ
い
て
相

談
窓
口
設
置
等
の
取
り
組
み

・
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
ペ

を
進
め
る
た
め
に
、重
要
な
事

業
で
あ
る
の
で
、継
続
し
て
実

施
す
る
。

学
校
等
の
天
井
等
落
下
防

止
対
策
は

問
　
地
震
等
発
災
時
に
お
い

て
応
急
避
難
所
と
な
る
学
校
等

の
施
設
は
児
童
・
生
徒
だ
け
で

な
く
地
域
住
民
の
防
災
拠
点
で

収
が
見
込
ま
れ
る
。

　
本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代

を
迎
え
、基
礎
自
治
体
で
あ
る

市
町
村
に
お
い
て
は
、今
後
ま

す
ま
す
自
己
決
定
・
自
己
責
任

の
度
合
い
が
高
ま
り
財
政
的
に

自
立
す
る
こ
と
が
、求
め
ら
れ

る
。

　
こ
う
し
た
地
方
分
権
の
流
れ

に
対
応
し
て
、さ
ら
に
推
進
す

問
　
当
市
で
は
停
電
す
る
と

5
時
間
ほ
ど
で
断
水
状
態
に
な

り
住
民
の
飲
料
水
が
な
く
な
る
。

ま
た
飲
食
業
者
や
商
工
業
者
も

被
害
を
受
け
る
。原
発
が
停
止

し
て
い
る
状
況
の
中
で
は
今
年

の
夏
に
も
時
間
停
電
の
可
能
性

が
予
想
さ
れ
る
。市
は
危
機
感

を
持
っ
た
緊
急
対
策
を
講
ず
る

必
要
が
あ
る
。事
前
に
想
定
さ

れ
る
災
害
に
つ
い
て
は
早
急
な

対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

あ
り
最
後
の
砦
で
あ
る
。学
校

の
屋
内
運
動
場
等
の
天
井
等
に

つ
い
て
、耐
震
点
検
と
防
止
対

策
に
つ
い
て
は
。

教
育
次
長　

25
年
度
に
全
小
・

中
学
校
の
体
育
館
及
び
校
舎
、

社
会
体
育
館
に
つ
い
て
、非
構

造
材
の
耐
震
点
検
調
査
を
実
施

し
、結
果
を
も
と
に
早
急
に
補

強
工
事
を
実
施
す
る
。

地
域
主
権
改
革
に
お
け
る

市
条
例
制
定
は

問
　
地
域
主
権
改
革
一
括
法

の
昨
年
4
月
本
格
施
行
を
受
け
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
、独

自
性
の
あ
る
条
例
が
当
市
に
お

い
て
も
成
立
し
始
め
た
と
こ
ろ

だ
。条
例
制
定
の
施
設
・
公
物
設

置
管
理
基
準
等
に
関
す
る
条
例

委
任
へ
の
対
応
等
の
考
え
と
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
。

総
務
部
長　

条
例
制
定
の
方
針

る
た
め
の
見
直
し
を
行
い
、「
第

2
次
東
御
市
行
政
改
革
大
綱
」

に
よ
り
、平
成
23
年
よ
り
25
年

ま
で
の
計
画
を
進
め
て
き
た
。

　
行
政
改
革
も
8
年
目
に
入
り
、

本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
が

そ
の
推
進
状
況
は
ど
う
か
。ま

た
、平
成
26
年
度
か
ら
の「
第

3
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定

予
定
だ
が
、特
に
検
討
が
必
要

な
課
題
は
何
か
。

総
務
部
長　

第
2
次
行
政
改
革

大
綱
の
進
捗
状
況
は
ま
ず
、自

主
性
・
自
律
性
の
高
い
財
政
運

営
に
つ
い
て
は
、各
種
団
体
へ

の
補
助
金
の
見
直
し
を
実
施
し

た
。

　

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

の
確
立
に
つ
い
て
は
、体
育
施

設
に
指
定
管
理
制
度
を
導
入
し
、

閉
館
時
間
や
予
約
受
付
時
間
が

延
長
さ
れ
る
な
ど
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
が
っ
た
。

市民課窓口

平成25年度に耐震点検調査を行う天井非構造物

低
限
必
要
な
緊
急
対
策
を
と
り

つ
つ
あ
る
の
で
御
理
解
頂
き
た

い
。

橋
梁
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て

問
　
昨
年
末
中
央
道
笹
子
ト

ン
ネ
ル
の
天
井
板
落
下
事
故
が

発
生
し
老
朽
化
し
た
ト
ン
ネ
ル

や
橋
な
ど
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。市
内
に
は
ト
ン
ネ

ル
は
な
い
が
橋
梁
は
1
9
1
橋

あ
る
と
聞
く
が
、老
朽
化
に
よ

る
落
下
の
危
険
性
や
日
常
の
安

全
対
策
、特
に
し
な
の
鉄
道
に

か
か
る
海
野
の
眼
鏡
橋
1
号
橋

や
赤
岩
地
籍
の
本
郷
橋
は
落
下

す
る
と
大
惨
事
に
な
り
か
ね
な

い
。

　
ま
た
千
曲
川
に
か
か
る
田
中

橋
、羽
毛
山
橋
、境
橋
に
つ
い
て

も
市
民
が
日
常
利
用
す
る
重
要

な
橋
で
あ
る
。安
全
性
に
つ
い

て
調
査
等
対
策
は
行
っ
て
い
る

か
聞
き
た
い
。

産
業
建
設
部
長　

橋
梁
の
安
全

管
理
に
つ
い
て
は
週
2
回
の
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
目
視
に

よ
り
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
21
年
度
に
1
9
1
橋
の

す
べ
て
健
全
度
を
調
査
し
た
結

果
24
橋
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、24
年
度
か
ら
優
先
度
の
高

老朽化が進む海野の眼鏡橋

　

ま
た
、水
道
料
金
等
の
取
扱

業
務
の
民
間
委
託
や
新
規
事
業

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を

行
っ
た
。

　

地
域
主
権
の
時
代
に
対
応
し

た
組
織
編
成
と
職
員
管
理
の
確

立
に
つ
い
て
は
、県
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
の
設
置
に
伴
い
市

税
等
の
大
口
滞
納
案
件
を
移
管

し
、積
極
的
に
滞
納
処
分
を
進

め
た
。

　

次
に
、検
討
が
必
要
な
課
題

は
、社
会
変
化
へ
の
対
応
、市
民

と
の
協
働
、財
政
の
健
全
化
、組

織
と
人
の
活
用
な
ど
が
課
題
と

考
え
て
い
る
。

　

国
政
や
他
方
分
権
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、総
合
計
画
と

の
整
合
性
に
も
配
慮
し
、計
画

を
策
定
す
る
。

※
そ
の
他
、小
学
校
区
単
位
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

新
設
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
支
援

室
の
概
要
、今
年
度
よ
り
北
御

牧
小
・
中
学
校
で
始
ま
る
、一
貫

教
育
の
概
要
を
質
問
し
た
。

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
の
補
助

金
に
つ
い
て

・
3
人
目
か
ら
保
育
料
の
無
料

化
の
取
組
み
に
つ
い
て

・
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に

つ
い
て
と
荒
廃
地
対
策

・
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
活
動

支
援
体
制
と
し
て
の
地
域
づ

く
り
支
援
室
に
つ
い
て

い
橋
梁
か
ら
年
次
計
画
を
立
て

長
寿
命
化
修
繕
工
事
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
千
曲
川
に
か
か
る
3
橋

に
つ
い
て
は
県
道
で
あ
る
の
で
、

建
設
事
務
所
よ
り
25
年
度
以
降

の
修
繕
予
定
と
聞
い
て
お
り
、

早
期
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
て
い
る
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
危

機
感
を
強
く
持
っ
て
対
応
し
て

い
く
。

依田　俊良議員
【さわやかな風の会】

問答

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
は

国
政
や
地
方
分
権
の

動
向
を
注
視
し
て
策
定
す
る

町田　千秋議員
【高志会】

問答

水
道
水
源
に
自
家
発
電
機
の

設
置
に
つ
い
て
は

西
入
新
水
源
に
自
家
発
電
機
の

設
置
を
計
画
し
て
い
る

依田　政雄議員
【公明党】

問答

子
宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

妊
婦
健
診
の
取
組
み
は

市
と
し
て
は
、重
要
な
事
業
で
あ
る
と

考
え
継
続
し
て
実
施
す
る

会 派 代 表 質 問
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産
業
建
設
部
長　

お
お
む
ね
変

わ
り
な
い
。

事
業
費
が
さ
ら
に
膨
張

問
　
道
路
工
事
に
よ
り
校
舎

が
つ
ぶ
れ
る
。高
校
で
は
毎
日

生
徒
た
ち
が
学
ぶ
。当
然
、代
替

え
校
舎
が
必
要
に
な
る
。県
教

育
長
は「
市
道
の
事
業
主
体
の

問
　
舞
台
が
丘
第
二
期
事
業

は
社
会
資
本
総
合
交
付
金
の

「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
と
し

て
実
施
さ
れ
る
。国
が
定
め
た

基
準
で「
事
前
評
価
」
が
求
め

ら
れ
る
。ど
う
や
っ
た
の
か
。

市
長　

議
会
で
決
定
し
て
も
ら

い
、そ
れ
が
評
価
だ
。

問
　
国
の
定
め
て
い
る
評
価

基
準
で
ど
う
評
価
し
た
か
聞
い

問
　
市
農
業
の
現
状
及
び
生

産
振
興
方
策
と
販
売
戦
略
は
ど

の
よ
う
な
計
画
か
。

　
遊
休
・
荒
廃
農
地
の
現
状
と

活
用
対
策
は
ど
う
か
。

産
業
建
設
部
長　

農
業
生
産
額

は
平
成
13
年
の
50
億
5
千
万
円

が
18
年
に
は
42
億
1
千
万
円
と

減
少
し
て
い
る
。農
業
基
本
条

例
、実
施
行
動
計
画
に
基
づ
き

東
御
市
に
適
正
な
補
償
を
し
て

頂
く
」
と
県
議
会
で
答
弁
し
て

い
る
。こ
の
費
用
負
担
は
ど
う

な
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

場
合
に
よ
っ

て
は
そ
う
い
う
こ
と
が
必
要
に

な
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
言
っ
て
き
た

建
替
え
補
償
と
は
別
枠
で
仮
設

て
い
る
。市
は
全
部「
適
正
」と

報
告
し
て
い
る
。

産
業
建
設
部
長　

通
常
の
業
務

の
打
ち
合
わ
せ
の
中
で
評
価
し

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

問
　
検
討
し
た
過
程
、検
討
結

果
の
記
録
は
保
存
し
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長　

特
に
作
成
し

て
い
な
い
。

問
　
国
か
ら
10
億
円
の
交
付

対
策
を
進
め
て
い
る
。

　

担
い
手
農
家
の
育
成
、農
地

有
効
利
用
、ク
ル
ミ
・
ワ
イ
ン
ブ

ド
ウ
の
栽
培
拡
大
、都
市
農
村

交
流
の
促
進
な
ど
図
る
。

　

ま
た
、地
域
が
抱
え
る
人
と

農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

金
を
い
た
だ
く
申
請
だ
。当
然
、

国
の
基
準
に
沿
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
だ
。こ
ん
な

こ
と
で
国
の
査
察
が
入
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
か
。

　
25
年
度
は
求
女
川
ま
で
工
事

を
す
る
と
い
う
が
そ
の
先
は
東

御
清
翔
高
校
だ
。県
と
の
協
議

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長　

あ
る
程
度
の

説
明
を
し
、お
お
む
ね
の
了
解

を
え
て
い
る
。

問
　
県
の
意
思
決
定
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
必
要
だ
。そ

れ
は
い
ま
だ
未
知
数
、未
決
定

で
は
な
い
か
。そ
れ
な
の
に
東

御
市
が
一
方
的
に
工
事
を
し
て

い
い
の
か
と
い
う
問
題
だ
。で

は
、こ
れ
ま
で
15
億
円
の
道
路

予
算
の
う
ち
高
校
の
建
物
補
償

9
億
5
0
0
0
万
円
、用
地
補

償
7
0
0
0
万
円
と
説
明
し
て

き
た
が
、変
わ
り
な
い
か
。

　

遊
休
・
荒
廃
農
地
は
4
9
5

㌶
あ
り
、う
ち
92
㌶
は
比
較
的

容
易
に
復
旧
可
能
で
ク
ル
ミ
や

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
を
導
入
作
物

と
し
て
、農
業
委
員
会
、農
協
等

関
係
機
関
と
連
携
し
活
用
を
進

め
る
。

市
長　

お
い
し
い
食
材
が
そ

ろ
っ
た
東
御
市
農
作
物
の
魅
力

を
ト
ッ
プ
と
し
て
、市
外
に
向

け
て
積
極
的
に
P
R
し
て
い
く
。

統
合
計
画
に
子
ど
も
の
意

見
の
反
映
を

問
　
第
2
次
総
合
計
画
の
市

民
の
意
見
は
小
中
学
生
を
含
め

て
幅
広
い
市
民
の
意
見
を
聞
く

こ
と
が
必
要
だ
。

総
務
部
長　

16
歳
以
上
の
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、

今
後
70
人
規
模
の
総
合
計
画
策

定
市
民
会
議
に
分
野
別
専
門
委

員
会
を
設
置
し
て
検
討
を
進
め

整備を待つ遊休農地

工事が予定されている市道延伸部分

る
予
定
で
、子
ど
も
を
含
め
て

市
民
意
見
の
集
約
に
つ
い
て
も

そ
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
対
策
の
充
実
を

問
　
子
ど
も
の
任
意
予
防
接

種
の
う
ち
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
水

痘
な
ど
自
己
負
担
と
な
っ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
、市
で
助
成

し
接
種
を
推
進
し
た
ら
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

国
の
財
政
支

援
の
方
向
、他
市
町
村
の
状
況
、

市
内
医
療
機
関
の
ご
意
見
な
ど

を
参
考
に
市
の
補
助
を
含
め
検

討
し
て
い
く
。

市
長　

必
要
な
予
防
を
し
っ
か

り
行
い
、市
民
病
院
の
小
児
科

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制
を

さ
ら
に
整
え
て
い
く
。

※
そ
の
他
、東
御
警
察
署
設
置

要
請
の
経
過
と
現
状
、防
災
対

策
の
充
実
、旧
保
育
園
の
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

校
舎
の
負
担
が
で
て
く
る
。こ

れ
ま
で
の
事
業
費
が
さ
ら
に
膨

れ
る
こ
と
に
な
る
。到
底
こ
れ

で
は
市
民
の
合
意
は
得
ら
れ
な

い
。

※
そ
の
他
、生
活
保
護
基
準
引

き
下
げ
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
・
普
及
、次
期
総
合
計
画
な

ど
を
質
問
。

横山　好範議員
【ひまわりの会】

問答

遊
休
・
荒
廃
農
地
の
活
用
対
策
は

復
旧
費
用
を
補
助
し
、関
係
機
関
と

連
携
し
て
解
消
を
進
め
る

平林　千秋議員
【日本共産党】

問答

舞
台
が
丘
道
路
計
画
で

高
校
仮
設
校
舎
の
負
担
は
ど
う
な
る

場
合
に
よ
っ
て
は
必
要
に
な
る

会 派 代 表 質 問
一 般 質 問

阿部　貴代枝……………………………………………………
●「少子化、超高齢社会に向かう課題に市民と市の向き
合いをどうするか」について
●「食べることの大切さを市民全体で考える」ことにつ
いて

清水　新一… ……………………………………………………
●農林業振興について
●医療・介護について
●学校教育について

佐藤　千枝… ……………………………………………………
●認知症の人の支援について
●『みんなちがってみんないい』を認め合う学校教育の
実現にむけて
●安心して暮らすための消費者教育について

若林　幹雄… ……………………………………………………
●市民の声が市政に反映されるための取り組みをどう進
めるのか。
●協働のまちづくりの全市的展開をどのように行うのか。
●環境への負荷が少ない循環型社会への推進をどう進め
るのか。

三縄　雅枝… ……………………………………………………
●重点施策について
●障害者優先調達推進法について
●当市における公文書管理の取り組みについて

山崎　康一… ……………………………………………………
●大雪対策について
●学校教育について

蓮見　喜昭… ……………………………………………………
●事業評価システムについて
●上下水道の業務委託について
●農地の有効活用について

窪田　俊介… ……………………………………………………
●統合ごみ処理施設の問題と東御市の取組みについて
●北御牧地区の都市施設整備について
●子育て支援について
●小中一貫教育の取組みについて

個 人 質 問 項 目

次
ペ
ー
ジ
よ
り
個
人
質
問
で
す
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一 般 質 問一 般 質 問

問
　
滋
野
地
区
で
は
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
き
た
の
か
。

総
務
部
長　

多
様
化
す
る
地
域

課
題
を
解
決
す
る
に
は
、市
民

と
行
政
が
知
恵
と
力
を
出
し
合

う
こ
と
が
大
切
だ
。こ
れ
は
従

来
の
区
の
役
割
を
変
え
る
も
の

で
は
な
い
。あ
く
ま
で
も
自
主

的
な
組
織
だ
。平
成
25
年
度
は

興
を
進
め
て
お
り
、市
で
は
ワ

イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
の
適
地
で

あ
る
こ
と
、ワ
イ
ン
特
区
の
認

定
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、

こ
の
地
域
に
発
展
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
、県
と
も
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

問
　
ワ
イ
ン
特
区
の
認
定
を

受
け
て
か
ら
、ワ
イ
ン
用
ブ
ド

ウ
を
栽
培
し
た
い
と
い
う
問
い

体
制
作
り
を
し
て
い
く
。

問
　
障
が
い
を
抱
え
な
が
ら

高
齢
に
な
っ
て
い
く
皆
さ
ん
と

支
え
て
い
る
家
族
の
高
齢
化
へ

の
対
策
、支
援
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
か
。特
に
、精
神
に

障
が
い
を
持
つ
皆
様
へ
の
支
援
、

就
労
や
居
場
所
づ
く
り
も
含
め
、

対
策
が
遅
れ
て
る
と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
部
長　

精
神
障
が
い

問
　
市
は
、こ
れ
ま
で
千
曲
川

ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
を
進
め
て

き
た
。県
は
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構

想
の
中
で
、産
業
振
興
を
全
面

的
に
支
援
し
、ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、

市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

産
業
建
設
部
長　

県
は
信
州
ワ

イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
ア
ッ
プ

す
る
取
り
組
み
と
、ワ
イ
ン
振

問
　
出
産
か
ら
学
校
卒
業
ま

で
総
合
的
に
支
援
し
、子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
す
と
は
。

健
康
福
祉
部
長　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
、相
談
が
で
き
る

臨
床
心
理
士
、子
育
て
相
談
員

を
配
置
し
相
談
業
務
を
充
実
さ

せ
る
。学
校
関
係
で
は
、北
御
牧

地
区
に
小
中
一
貫
教
育
を
実
施

し
、市
費
の
講
師
の
加
配
な
ど

問
　
今
後
更
に
増
加
す
る
認

知
症
の
人
を
、地
域
で
支
援
す

る
仕
組
み
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

今
後
、地
域

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

へ
の
意
識
を
高
め
る
試
み
が
必

要
と
考
え
る
。

問
　
地
域
全
体
で
認
知
症
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
取
り

地
域
づ
く
り
支
援
員
を
滋
野
と

北
御
牧
に
配
置
す
る
。

問
　
滋
野
地
区
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
今
後
の
方
向
性
は
。

総
務
部
長　

2
年
か
け
て
議
論

し
て
き
た
。今
後
は
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

問
　
北
御
牧
へ
拡
大
す
る
の
か
。

総
務
部
長　

こ
の
地
域
づ
く
り

は
住
民
主
体
で
あ
り
、行
政
が

組
み
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

小
・
中
学
生

が
親
子
で
学
べ
る
機
会
の
工
夫

や
、地
元
高
校
生
へ
の
参
加
も

呼
び
か
け
て
今
後
取
り
組
ん
で

い
く
。

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
へ
の
支
援
の
充
実
を

問
　
学
校
教
育
の
理
念
に
、支

強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問
　
一
律
に
進
め
る
の
で
は

な
く
、地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
進
め
て
ほ
し
い
。

総
務
部
長　

時
間
が
か
か
る
と

思
っ
て
い
る
。

生
ゴ
ミ
堆
肥
化
へ
一
歩
前
進

問
　
上
田
広
域
連
合
で
は
ゴ

ミ
焼
却
場
の
建
設
を
進
め
る
中

で
、ゴ
ミ
の
減
量
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

市
役
所
内
で
検
討

委
員
会
を
つ
く
り
、可
燃
ゴ
ミ

の
減
量
に
取
り
組
む
。可
燃
ゴ

ミ
の
3
割
か
ら
4
割
を
占
め

る
生
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
必
要
だ
。

本
年
度
に
生
ゴ
ミ
処
理
シ
ス
テ

ム
を
決
定
、来
年
度
に
施
設
設

計
へ
進
め
た
い
。

※
こ
の
ほ
か
市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
ど

う
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

持
て
る
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問
　
養
護
学
校
に
通
う
子
ど

も
を
地
元
の
学
校
で
受
け
入
れ

ら
れ
る
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
『
副
次
的
学
籍
』
を

平
成
25
年
度
か
ら
進
め
る
。

悪
質
・
巧
妙
な
特
殊
詐
欺

へ
の
警
戒
と
被
害
予
防
を

問
　
庁
内
に
消
費
生
活
相
談
窓

口
が
開
設
さ
れ
、ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
資
格
を
有

す
る
相
談
員
の
配
置
に
よ
り
、相

談
件
数
は
現
在
41
件
。喫
緊
の
対

応
策
と
し
て
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
F
M
と
う
み
等
で
、情
報
提
供

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

消費生活相談員の西澤美奈都さん

ワイン用ブドウ栽培状況

交流がたくさんできる子育て支援センター

協働のまちづくり目指し、地域づくり計画に
取り組む市民の皆さん

若林　幹雄議員

問答

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
をどう

進
め
る
の
か

地
域
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を

重
視
し
た
い

清水　新一議員

問答

千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
で

産
業
振
興
を
ど
う
進
め
る
か

県
は
信
州
ワ
イ
ン
の

ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む

阿部　貴代枝議員

問答

少
子
化
、高
齢
社
会
の
課
題
に
市
民

と
市
の
向
き
合
い
を
ど
う
す
る
か

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
出
来
る
支
援
必
要

佐藤　千枝議員

問答

認
知
症
の
人
を
地
域
全
体
で
支
え
る

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

意
識
を
高
め
る
試
み
が
必
要

合
わ
せ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
農
協
が
参
画
す
る
と
も

伺
っ
て
い
る
が
、そ
の
対
応
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

産
業
建
設
部
長　

栽
培
意
欲
が

あ
っ
て
も
、農
地
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
い
。そ
こ
で
現
在
、

農
地
が
荒
廃
地
化
し
て
い
る
場

所
の
解
消
を
図
る
目
的
と
、栽

培
の
技
術
的
な
面
か
ら
も
農
協

が
中
に
入
り
、他
の
農
産
物
へ

の
農
薬
の
飛
散
を
回
避
す
る
た

め
団
地
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
現
状
だ
。

※
そ
の
他
、人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

推
進
に
つ
い
て
質
問
し
、ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
農
業
委

員
会
お
よ
び
農
業
農
村
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
進
め
て
い
き

た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

を
抱
え
る
方
で
、手
帳
な
ど
の
所

持
等
で
市
が
把
握
し
て
い
る
方

は
約
5
5
0
人
で
す
。障
が
い
者

の
皆
さ
ん
の
実
態
把
握
を
し
な

が
ら
、障
が
い
を
理
解
す
る
啓
発

等
の
支
援
事
業
、居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
も
今
後
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
介
護
保
険
制
度
で
は
、介

護
を
在
宅
で
と
ス
タ
ー
ト
。高

齢
者
は
可
能
な
限
り
在
宅
を
希

望
し
て
い
る
。在
宅
家
庭
介
護

の
推
進
に
対
す
る
考
え
方
を
伺

う
。男
性
介
護
者
に
対
す
る
施

策
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
が
送
れ
る
よ
う
本
人
や
介

護
者
へ
様
々
な
公
的
支
援
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。男
性
介
護
者

は
百
数
十
世
帯
と
推
測
。ケ
ア
マ

ネ
と
連
携
を
密
に
状
況
を
掴
み

な
が
ら
相
談
に
乗
っ
て
い
く
。 
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一 般 質 問一 般 質 問

問
　
上
下
水
道
局
窓
口
業
務

の
民
間
委
託
し
て
よ
か
っ
た
こ

と
は
。

上
下
水
道
局
長　

人
件
費
等
で

年
間
6
0
0
万
円
の
節
減
、休

日
・
夜
間
の
納
付
窓
口
の
開
設
、

閉
栓
時
の
即
時
精
算
シ
ス
テ
ム

の
導
入
等
収
納
率
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
る
。

問
　
昨
年
調
布
に
お
い
て
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
死
亡
事

故
が
発
生
し
た
。市
に
お
い
て

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
実

態
と
対
策
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

文
科
省
の
学
校
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
児
童

生
徒
の
把
握
、学
校
給
食
で
の

対
応
、ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
へ
の

対
応
を
定
め
て
い
る
。ア
レ
ル

問
　
広
域
連
合
の
統
合
ご
み

処
理
施
設
計
画
に
合
わ
せ
て
、

市
独
自
で
の
ご
み
の
減
量
が
課

題
だ
が
、ど
う
取
組
む
の
か
。

市
長　

東
御
市
は
年
間

3
8
4
6
ト
ン
ま
で
可
燃
ご

み
を
減
量
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。市
民
の
皆
様
に
努
力
い
た

だ
き
、平
成
18
年
度
は
全
体
で

5
2
8
0
ト
ン
あ
っ
た
も
の
が

問
　
12
月
議
会
の
際
、4
人
の

同
僚
議
員
よ
り
放
課
後
児
童
の

居
場
所
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
っ
た
が
、そ
の
後
市
と
し
て

何
か
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の

か
。

健
康
福
祉
部
長　

児
童
館
、児

童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
小
学
校
6

年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
が
出
来

な
い
か
と
い
う
質
問
が
多
か
っ

問
　
民
間
に
委
託
し
た
当
初

目
的
は
達
成
さ
れ
て
い
る
か
。

上
下
水
道
局
長　

民
間
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
親
切
丁
寧
な
窓

口
業
務
に
よ
り
、き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
、人
件
費
の
削
減
、

収
益
性
の
確
保
等
当
初
の
目
的

は
達
し
て
い
る
と
考
え
る
。

ギ
ー
の
あ
る
児
童
に
つ
い
て
は

診
断
書
を
提
出
し
関
係
者
で
協

議
し
対
応
す
る
。給
食
に
つ
い

て
は
、除
去
食
、代
替
食
、場
合

に
よ
っ
て
は
持
参
し
て
も
ら
う
。

小
学
校
区
単
位
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

問
　
市
に
と
っ
て
小
学
校
区

単
位
の
ま
ち
づ
く
り
は
ベ
ス
ト

平
成
22
年
度
で
は
4
8
6
9
ト

ン
に
ご
み
の
量
が
減
っ
て
き
た
。

し
か
し
平
成
23
、24
年
度
と
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ

ら
の
実
態
を
踏
ま
え
て
東
御
市

に
適
し
た
生
ご
み
処
理
シ
ス
テ

ム
の
構
築
の
た
め
、平
成
25
年

度
に
生
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
と

建
設
地
の
決
定
を
し
て
、平
成

26
年
度
は
施
設
設
計
へ
と
計
画

た
が
、安
全
確
保
の
た
め
通
年

利
用
は
原
則
と
し
て
小
学
校
3

年
ま
で
と
す
る
。

問
　
も
と
も
と
児
童
館
は
6

年
生
ま
で
利
用
出
来
た
が
、人

数
が
多
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
今
ま
で
預
か
っ
た
も
の
に
制

限
を
設
け
る
と
い
う
の
は
理
由

に
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

健
康
福
祉
部
長　

子
供
を
育
て

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

問
　
市
が
行
っ
て
い
る
事
業

評
価
シ
ス
テ
ム
は
、市
の
事
業

を
職
員
自
身
が
評
価
、検
証
し

て
い
る
が
、身
内
評
価
に
な
っ

て
し
ま
う
危
険
性
は
な
い
の
か
。

ど
の
よ
う
に
評
価
の
公
平
性
を

保
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は

事
業
仕
分
け
の
よ
う
に
外
部
の

組
織
を
使
っ
て
行
う
わ
け
で
は

な
い
が
、評
価
結
果
を
数
値
、達

成
率
等
も
出
し
、市
民
に
も
わ

か
り
や
す
い
評
価
結
果
を
目
指

し
て
い
く
。

の
施
策
と
考
え
る
。住
民
主
体

で
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
も
う

少
し
具
体
的
な
提
案
が
あ
っ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

何
を
す
る
の
か
、金
が

い
く
ら
来
る
の
か
、人
的
支
援

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
議
論
の
前
に
、自
分
達
の
地

域
を
ど
う
い
う
地
域
に
す
る
の

か
と
い
う
事
が
あ
っ
て
、初
め

て
誰
が
何
を
な
す
か
が
決
ま
る
。

総
合
支
所
の
議
会
棟
を
公

文
書
館
に
し
て
は

問
　
各
自
治
体
に
お
い
て
公

文
書
館
の
設
置
が
進
ん
で
い
る
。

　
市
に
お
い
て
も
総
合
支
所
の

議
会
棟
を
公
文
書
保
管
所
と
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

総
合
支
所
の
今
後

の
在
り
方
等
具
体
的
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

を
進
め
、東
御
市
の
最
重
要
課

題
と
し
て
位
置
付
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
年
間
約
1
0
0
0
ト
ン

の
可
燃
ご
み
減
量
は
市
民
の
協

力
を
得
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な

い
。説
明
会
な
ど
の
開
催
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

東
御
市
と
し

て
も
、上
田
地
域
広
域
連
合
の

資
源
循
環
型
施
設
建
設
計
画
や
、

市
の
ご
み
減
量
化
計
画
案
に
つ

い
て
、で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

広
域
連
合
事
務
局
と
連
携
し
、

出
前
講
座
を
発
展
さ
せ
た
よ
う

な
形
で
説
明
し
て
意
見
を
伺
っ

て
い
き
た
い
。そ
う
し
た
中
で

東
御
市
に
適
し
た
生
ご
み
処
理

シ
ス
テ
ム
を
市
民
協
働
で
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
。

る
の
は
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
、行
政
、あ
る
い
は
学
校

が
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

放
課
後
児
童
の
居
場
所
に
つ
い

て
は
、今
後
検
討
す
る
。

体
罰
に
つ
い
て

問
　
市
内
小
・
中
学
校
で
体
罰

と
思
わ
れ
る
行
為
は
確
認
さ
れ

て
い
る
の
か
、ま
た
体
罰
に
対

す
る
対
策
は
し
て
い
る
の
か
ど

う
か
。

教
育
次
長　

東
御
市
で
は
2
月

22
日
に
調
査
を
実
施
し
集
計
中

で
あ
る
。

問
　
い
じ
め
も
体
罰
も
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
る
こ
と
よ
り
も
、

教
育
現
場
を
知
る
こ
と
が
解
決

策
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
次
長　

実
務
に
支
障
を
来

す
た
め
、日
常
的
に
足
を
運
ぶ

の
は
困
難
で
あ
る
。

上下水道局窓口 北御牧小学校ランチルーム

田中児童館

蓮見　喜昭議員

問答

上
下
水
道
局
窓
口
業
務
の

民
間
委
託
の
効
果
は

人
件
費
等
で
年
間
６
０
０
万
円

節
減
で
き
た

三縄　雅枝議員

問答

学
校
給
食
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー

の
実
態
と
対
応
は

小
学
校
で
27
名
・
中
学
校
で
24
名

強
い
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
は
１
人

窪田　俊介議員

問答

ご
み
減
量
化
に
ど
う
取
組
む
の
か

生
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

具
体
化
す
る

山崎　康一議員

問答

高
学
年
の
放
課
後
の
居
場
所
を

確
保
で
き
な
い
か

教
育
委
員
会
と
市
の
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
。

東部クリーンセンター
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答　

現
時
点
で
は
大
き
な
改

修
予
定
は
聞
い
て
い
な
い
。介

護
、一
般
病
床
の
数
を
改
善
す

る
な
ど
聞
く
が
、3
月
中
に
報

告
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。本
来

は
経
営
計
画
を
も
と
に
検
討
す

る
べ
き
だ
が
、間
に
合
わ
ず
、負

担
率
の
設
定
を
先
行
し
た
。

問
　
増
員
す
る
教
員
は
ど
の

よ
う
な
動
き
に
な
る
の
か
。

答　

中
学
校
に
一
名
加
配
し

て
、そ
の
先
生
が
コ
ー
ス
別
算

数
の
時
間
に
小
学
校
へ
入
る
。

問
　
推
進
委
員
会
の
構
成
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

メ
ン
バ
ー
は
小
中

P
T
A
代
表
や
地
域
代
表
な
ど

約
20
名
で
あ
る
。

問
　
保
護
者
と
の
合
意
形
成

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　

保
護
者
対
象
の
説
明
会

　

平
成
25
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
北
御
牧
小
中
一
貫
教
育
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、授
業

内
容
、推
進
委
員
会
、全
市
的
な

展
望
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

問
　
小
5
か
ら
の
施
策
の
中

で
、算
数
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ス

分
け
と
い
う
こ
と
か
。

答　
「
ゆ
っ
く
り
」「
ぐ
ん
ぐ

ん
」な
ど
3
ク
ラ
ス
を
設
け
、児

童
が
選
択
し
て
コ
ー
ス
別
と
す

る
。

答　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
み

れ
ば
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

公
民
館
活
動
と
一
緒
で
は
な

い
か
と
言
う
意
見
も
あ
る
。ス

タ
ー
ト
し
て
み
て
、交
錯
す
る

部
分
や
役
割
分
担
を
検
証
し
て

い
き
た
い
。

用
割
の
平
均
値
で
あ
る
。現
在
、

施
設
管
理
費
の
補
助（
平
成

28
年
度
ま
で
の
計
画
）
を
行
っ

て
い
る
が
、負
担
率
は
利
用
割

30
％
・
人
口
割
70
％
で
算
出
し

て
い
る
。東
御
市
の
施
設
管
理

費
の
負
担
率
は
12
％
に
な
る
。

し
か
し
運
営
費
に
関
し
て
は
、

利
用
割
を
重
視
し
て
、人
口
割

50
％
・
利
用
割
50
％
と
し
て
算

出
し
た
。運
営
費
の
負
担
率
は

10
％
と
な
る
。

問
　
地
域
の
大
事
な
病
院
で

あ
る
。運
営
で
赤
字
だ
が
、施
設

も
古
く
な
っ
て
い
る
。改
修
計

画
は
あ
る
の
か
。

市
的
に
進
め
る
上
で
参
考
に
す

る
が
、各
地
区
で
事
情
は
異
な

る
た
め
、型
を
押
し
付
け
る
こ

と
は
し
な
い
。

問
　
地
域
づ
く
り
支
援
員
と

社
会
教
育
指
導
員
の
役
割
が
似

通
っ
て
い
る
が
、住
み
分
け
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

地
域
医
療
の
重
要
な
役
割
を

担
う
川
西
赤
十
字
病
院
の
、運

営
費
負
担
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
補
助
総
額
は

8
千
万
円
と
し
、構
成
市
町
で

負
担
割
合
を
決
め
て
拠
出
し
ま

す
。東
御
市
の
負
担
率
は
10
％

で
8
0
0
万
円
に
な
り
ま
す
。

3
月
議
会
で
は
、こ
の
予
算
と
、

負
担
率
を
変
更
す
る
規
約
を
可

決
し
ま
し
た
。

問
　
運
営
費
の
負
担
率
は
、ど

の
よ
う
に
算
定
し
た
の
か
。

答　

負
担
率
は
人
口
割
と
利

 

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
は
、平
成
23
年

度
に
滋
野
地
区
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
は
じ
ま
り
、昨
年
度
は

北
御
牧
地
区
で
も
始
ま
り
ま
し

た
。市
は
、今
年
度
か
ら
自
主
的

な
地
域
づ
く
り
の
全
市
的
推
進

を
め
ざ
し
、地
域
づ
く
り
支
援

室
の
設
置
や
地
域
組
織
へ
の
支

援
金
制
度
の
新
設
な
ど
、必
要

な
予
算
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
支
援
の
具
体
的
な

内
容
等
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

問
　
滋
野
地
区
で
は
2
年
間

か
け
て
地
域
づ
く
り
の
会
を
進

め
て
き
た
。他
の
4
地
区
で
進

め
る
に
も
事
前
の
準
備
を
経
な

け
れ
ば
進
ま
な
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答　

滋
野
地
区
の
2
年
間
で
、

行
政
が
提
示
す
べ
き
課
題
、地

域
が
自
主
的
に
考
え
る
べ
き
課

題
の
大
枠
は
見
え
て
き
た
。全

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り

小
中
一
貫・連
携
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

川
西
赤
十
字
病
院
運
営
費
負
担
に
つ
い
て

旧滋野保育園・東保育
園が3月に閉園しま

した。新保育園は大石から
中屋敷へ向かう市道沿い
の南面傾斜で陽当たりの
いい場所に、111名の園
児を迎えスタートをきり
ました。

で
、当
初
、市
主
導
へ
の
戸
惑
い

も
あ
っ
た
が
、理
解
い
た
だ
い

た
と
思
う
。

問
　
地
域
の
力
を
活
用
す
る

必
要
が
あ
る
が
、推
進
委
員
会

の
立
上
げ
が
遅
れ
て
い
な
い
か
。

答　

教
職
員
で
一
貫
教
育
の

検
討
を
進
め
た
結
果
、地
域
と

の
連
携
や
地
域
が
中
心
と
い
う

考
え
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
が

広
が
っ
て
き
た
。一
貫
教
育
づ

く
り
を
、推
進
委
員
会
立
上
げ

を
し
な
が
ら
進
め
て
行
こ
う
と

い
う
段
階
で
あ
る
。初
年
度
は
、

コ
ー
ス
別
学
習
な
ど
最
低
限
の

内
容
を
実
施
し
て
い
く
。推
進

委
員
会
を
通
じ
て
、い
ま
ま
で

の
教
育
活
動
に
良
い
も
の
を
、

少
し
ず
つ
取
り
入
れ
て
い
く
。

0 20 40 60 80 100

川西赤十字病院への補助負担率
施
設
整
備
費

運
営
費
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66

22
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10

立科町 東御市

昭和38年10月1日

▲

開園
昭和41年4月

▲

滋野小学校隣接地へ移転
昭和62年12月

▲

全面改築
●旧東部町では2番に誕生しました。小学校に隣接し立
地条件も良く、滋野地区を代表する保育園として約50
年園児を見守りました。

昭和54年4月1日

▲

開園
●旧東部町では最後に誕生した保育園で、
乙女平・金井・加沢とそれぞれ違った小
学校区の場所にまたがり、立地を生か
し約30年園児を見守りました。

新たに滋野保育園が4月2日に開園
追って

話題を

旧滋野保育園旧東保育園

地域づくり活動の支援策の概要

市内5つの小学校区ごとの地域づくり

取り組み内容（主なもの）
■地域資源の掘り起こしや活用
■区では解決できない地区の課題の集約と解決

■地区の将来像の検討
■地区全体を総括できるような組織づくり

　小学校という地区共通の範囲を単位とした、従来から深いつながりのある区域において、
区を越えた連携で、いつまでも元気で持続可能な地域づくりを考える。

地域づくり活動等推進
交付金の交付(24年度要綱策定済）

地域づくり支援員の配置
　地域づくりに係る業務を統合して、
小学校単位の地域づくりの推進をは
じめ、各種地域づくり団体の総合窓口
として活力ある地域づくりを支援。
業務の概要
　①まちづくり協働の推進に関する
こと

　②自治推進委員会に関すること
　③市民活動支援に関すること

地域づくり支援室の新設

　自主的な話し合いを通じて、組織
や将来計画などが整った地区、それ
らを研究する地区で、地域活動に必
要な人的支援を必要とした場合に
支援員を配置する。
　平成25年度は滋野、北御牧地区
に配置し、他地区については推進状
況により順次配置する計画である。

　小学校区単位の地域における住
民、関係者等の相互の交流、情報交換
等を通じた多様な意見集約に基づく
地域特有の課題の解決や地域づくり
を自らが行うことを目的として当該
住民、関係者などの主体的な連携に
より組織された団体等で市長の認め
るものに対し交付する。

平成25年度支援策 1

平成25年度支援策 2 平成25年度支援策 3
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ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
視
察
団
の

皆
様
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

高
萩
市
で
は
、開
か
れ
た
議

会
に
向
け
た
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
平
成
24
年
9
月
か
ら
議

会
を
生
中
継
し
、録
画
配
信
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
開
始

し
た
そ
う
で
す
。

　　

同
市
は
3・
11
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

ピ
ー
ク
時
は
4
8
4
5
人

が
14
カ
所
に
避
難
さ
れ
た

そ
う
で
す
。ひ
と
月
程
で

避
難
所
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し

た
が
、庁
舎
建
設
費
用
を

除
い
て
、約
40
億
円
の
復

旧
額
が
見
込
ま
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。今
回
の
被

災
を
契
機
に
、市
民
み
ん

な
で
、心
を
ひ
と
つ
に
し

て
力
を
合
わ
せ
て
乗
り

切
っ
て
い
こ
う
と
議
員

団
諸
氏
の
熱
心
さ
が
伺

わ
れ
ま
し
た
。

去
る
1
月
31
日
茨
城
県
高

萩
市
議
会『
議
会
だ
よ

り
編
集
特
別
委
員
会
』一
行
が

東
御
市
庁
舎
に
来
庁
し
、私
ど

も
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

と
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
実

現
す
る
た
め
に
、よ
り
よ
い
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
、パ
ワ
ー

「
分
か
り
や
す
い
広
報

誌
」と
注
目
し
て
い

た
埼
玉
県
宮
代
町
を
訪
問
し
、

議
会
広
報
委
員
会
の
皆
さ
ん
と

交
流
し
ま
し
た
。

　

町
で
す
が
、東
御
市
と
ほ
ぼ

同
じ
人
口
規
模
。役
場
は
木
造

で
明
る
い
雰
囲
気
。広
報
委
員

会
の
委
員
を
長
く
務
め
た
と
い

う
中
野
松
夫
議
長
と
丸
藤
栄
一

広
報
委
員
長
ら
5
委
員
が
そ

昨
年
7
月
に
新
庁

舎
が
完
成
し
明

る
い
雰
囲
気
。市
議
会

関
係
の
機
能
も
一
新
。

説
明
し
て
い
た
だ
い
た

藤
田
学
副
議
長
は
町
田

市
の
議
会
改
革
に
つ
い

て「
全
部
さ
ら
け
出
す
、

全
部
公
開
す
る
」と
特

徴
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▽
議
会
傍
聴
の
受
付
簿

廃
止

▽
請
願
人
が
意
見
陳
述

▽
全
員
協
議
会
、議
案
説
明
会

の
公
開

▽
本
会
議・
常
任
委
員
会
の
審

議
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

▽
本
会
議
場
の
電
子
評
決（
議

親
し
み
や
す
く
す
る
工
夫
は
…

い
つ
も
市
民
の
目
線
で
…

全部さらけ出す ・ すべてをオープンに

茨城県

高萩市

人口

▲

3 万人
面積

▲

193.6 平方キロ

茨城県高萩市

東京都

町田市

人口

▲

42 万 5000人
面積

▲

71.6 平方キロ

東京都町田市
埼玉県

人口

▲

3 万 3000人
面積

▲

16 平方キロ

埼玉県宮代町

宮代町

茨
城
県・高
萩
市
議
会
が
東
御
市
へ

埼
玉
県・宮
代
町
を
た
ず
ね
ま
し
た

おどろきいっぱい
　　　東京都・町田市の議会改革

員
の
議
案
の
賛
否
を
表
示
）

▽
パ
ン
フ「
市
議
会
を
見
に
い

こ
う
」を
発
行
し
、傍
聴
の

お
誘
い
を
し
て
い
る
。

　

議
会
事
務
局
の
説
明
で
は
、

こ
の
10
年
間
に
30
項
目
以
上
の

改
革
を
実
施
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

本
会
議
場
を
見
ま
し
た
が
、

ガ
ラ
ス
張
り
の「
お
子
さ
ま

連
れ
傍
聴
席
」も
あ
る
の
に
は

ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
。市
内
の

中
学
生
が「
議
員
」に
な
り
市

長
を
相
手
に
質
問
す
る「
中
学

生
議
会
」も
開
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
か
な
り
刺
激
的
で
し
た
。

【
2
月
6
日
視
察
】

ろ
っ
て
応
対
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
町
の
議
会
広
報
誌
は
ワ
イ

ン
カ
ラ
ー
が
特
徴
。「
わ
か
り
や

す
く
す
る
工
夫
」と
し
て
、①
あ

り
の
ま
ま
に
分
か
り
や
す
く
②

町
民
が
知
り
た
い
情
報
、町
民

に
知
ら
せ
た
い
情
報
を
選
択
③

文
章
は
簡
潔
に
し
、難
し
い
漢

字
は
使
わ
な
い
、な
ど
9
項
目
。

「
目
で
見
て
わ
か
る
」と
い
う

こ
と
で「
本
文
40
％
、見
出
し

と
写
真
で
40
％
、余

白
20
％
」を
紙
面
配

分
の
基
本
と
し
、レ

イ
ア
ウ
ト
を
重
視

し
て
い
る
と
い
う

話
は
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
も
含
め
す

べ
て
議
員
の
手
づ

く
り
。女
性
委
員
の

「
難
し
い
で
す
け
れ

ど
、や
っ
て
い
て
楽

し
く
な
り
ま
し
た
」

と
の
お
話
し
に
、そ

の
心
意
気
を
学
ば
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
。【

2
月
7
日
視
察
】

市議会
だより

市議会
だより

市議会
だより   視察交流 しました

自席のボタンを押すと即時に表示される電子評決掲示板

▲宮代町の議会だより

市議会
だより

市議会
だより

市議会
だより

わかりやすい「議会だよ り」　開かれた議会へ
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そ
の
中
で
一
点
、
懸
念
し
て
い
る

事
項
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
消
防
団

員
の
固
定
化
、
高
齢
化
で
す
。
消
防

団
独
自
で
勧
誘
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
25
年
度
新
入
団
員
は

0
人
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
定
年
制
が
廃
止
さ
れ
、
そ

の
後
、
団
の
平
均
年
齢
は
年
々
上
が

っ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。
勧
誘
に
歩

い
て
も
、
団
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
新
入
団
員
候
補

の
方
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

も
、
お
仕
事
の
都
合
は
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
「
い
つ
や
め
ら
れ
る
の
か
」

と
い
う
懸
念
が
先
立
ち
入
団
を
断
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
懸
命
に
団
活

動
に
励
ん
で
い
る
団
員
に
と
っ
て
非

常
に
や
る
せ
な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
今
一
歩
地
域
の
皆
様

の
知
恵
と
ご
助
力
を
借
り
て
団
の
活

動
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
の
力
を
再

確
認
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
子
供
た
ち
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く

り
に
寄
与
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
皆

様
に
哀
悼
の
意
を
示
す
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
を
祈
り

つ
つ
、
筆
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

3
月
11
日
に
こ
の
原
稿
用
紙
に
向

か
い
筆
を
執
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

日
本
人
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
大
規
模
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど

二
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

つ
か
ま
り
立
ち
が
や
っ
と
だ
っ
た

娘
も
元
気
に
家
中
を
飛
び
回
り
、
そ

れ
か
ら
長
男
も
誕
生
し
、
私
の
膝
に

絡
ま
り
執
筆
の
邪
魔
を
競
う
姿
に

ふ
と
心
が
温
ま
り
、
幸
せ
を
感
じ
ま

す
。
ど
ん
な
に
辛
く
厳
し
い
出
来
事

が
あ
っ
て
も
、
日
常
は
平
等
に
そ
の

時
を
刻
む
の
だ
な
あ
と
感
慨
深
く
思

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
、
私
は
地
域
の
消

防
団
で
は
東
上
田
部
の
部
長
を
仰
せ

つ
か
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
る
思
い
で
す
。
仕
事
柄
、

地
域
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
恩
返
し
の

一
端
に
な
れ
ば
と
思
い
今
回
の
役
職

を
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

大塚君和 さん
（東上田区）

　

3
月
議
会
は
、予
算
や
条
例
な
ど
50
件
に
も

の
ぼ
る
課
題
の
多
い
議
会
で
し
た
。舞
台
が
丘

整
備
計
画
を
め
ぐ
っ
て
も
大
き
な
議
論
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
を
、ど
う
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

す
る
か
。こ
の
間
、茨
城
県
高
萩
市
か
ら「
東
御

市
の
経
験
を
聞
き
た
い
」と
視
察
に
見
え
、私
た

ち
も
埼
玉
県
宮
代
町
に
で
か
け
、学
ん
で
き
ま

し
た
。ど
こ
も「
住
民
の
み
な
さ
ん
が
手
に
し
て

く
れ
る
か
、読
ん
で
も
ら
え
る
か
」と
悩
み
な
が

ら
編
集
し
て
い
ま
す
。さ
て
、今
号
は
勉
強
の
成

果
が
少
し
は
生
か
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。ぜ

ひ
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
情
報
を
市
民
に
お
伝
え
す
る
の
は
、『
市

議
会
だ
よ
り
』の
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
も

あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
改
革
も
す
す
め
る
よ
う

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ご 意 見 ご 感 想
　市議会だよりについて、ご意見・
ご感想また、市議会へのご意見・ご
要望もお受けしていますので、下記
までお寄せください。

平
林
　
千
秋
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私の一言

議会傍聴へようこそ
明日の東御市を拓く市議会◆あなたも参加しませんか… 第２回定例会における一般質問は

６月に予定されています。


